
第５８３号 ２０１９年（令和元年）６月１５日ニ　ュ　ー　ス　専　修 （１０）

２
０
１
９
年
春
の
叙
勲

◇
旭
日
中
綬
章

山
田
長
満
氏
（
東
京
・
㈻
専

修
大
学
理
事
、
川
崎
商
工
会

議
所
会
頭
）
産
業
振
興
功
労

◇
旭
日
双
光
章

桃
野
直
樹
氏
（
昭
42
法
・
東

京
・
㈻
専
修
大
学
理
事
）
住

宅
建
設
業
振
興
功
労

◇
瑞
宝
小
綬
章

石
川
節
雄
氏
（
昭
48
法
・
埼

玉
）
消
防
功
労

選
　
挙
　
結
　
果

▽
石
狩
市
長
選
挙
（
５
月
19

日
投
開
票
）

加
藤
龍
幸
氏
（
か
と
う
・
た

つ
ゆ
き

昭
54
法
）

ヌ
ム
」、
国
際
交
流
会
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｐ
の
活
動
の
紹
介
も
あ
っ

た
。

　
校
友
会
や
育
友
会
が
用
意

し
た
日
用
品
が
当
た
る
抽
選

会
も
開
か
れ
て
盛
り
上
が

り
、
留
学
生
た
ち
は
学
生
生

活
へ
の
意
欲
を
新
た
に
し
て

い
た
。

年
５
月
）
▽
奥
津
良
太
（
経

済
３
）
▽
白
石
司
（
経
済

３
）
▽
竹
内
海
人
（
経
済

３
）
▽
石
原
翔
也
（
文
３
）

■
サ
ス
ク
ェ
ハ
ナ
大
学
（
米

国
、
５
月
〜
20
年
５
月
）
▽

加
瀬
大
吾
（
経
済
３
）
▽
浦

田
桃
佳
（
文
３
）

■
オ
レ
ゴ
ン
大
学
（
米
国
、

６
月
〜
20
年
３
月
）
▽
麻
生

奈
菜
（
経
済
３
）
▽
中
村
俊

介
（
経
営
４
）
▽
板
東
佑
弥

（
経
営
３
）
▽
市
塚
未
来

（
文
４
）▽
冨
士
成
望（
文
３
）

■
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
（
カ
ナ

ダ
、
４
月
〜
20
年
４
月
）
▽

新
川
晴
美
（
法
３
）
▽
眞
壁

ひ
か
り
（
文
３
）

【
英
語
以
外
の
外
国
語
圏
】

■
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
大

学
（
メ
キ
シ
コ
、
５
月
〜
20

年
５
月
）
▽
吉
野
隼
翔
（
経

済
３
）▽
塩
崎
日
和（
文
３
）

校
友
会
情
報

〈
江
戸
川
支
部
総
会
〉

▽
６
月
28
日
（
金
）
19
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
浅
草
橋
駅
か
ら
徒
歩

２
分
「
ベ
ル
モ
ン
ト
ホ
テ

ル
」
問
島
村
幸
也
氏
☎
０
９

０
・
２
２
３
６
・
７
６
７
１

〈
富
山
県
支
部
連
合
会
総
会
〉

▽
６
月
29
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
富
山
駅
か
ら
徒
歩
15

分
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
富
山
」
問
塩
谷
明

永
氏
☎
０
９
０
・
９
７
６
３

・
２
９
４
７

〈
北
海
道
連
合
校
友
会
美
唄

支
部
総
会
〉

▽
６
月
29
日
（
土
）
17
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
美
唄
駅
か
ら
徒

歩
５
分
「
福
よ
し
」
問
福
山

輝
男
氏
☎
０
９
０
・
５
９
８

５
・
８
４
６
７

〈
神
奈
川
県
西
湘
支
部
総

会
〉

▽
６
月
30
日
（
日
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
小
田
原
駅
か
ら
徒
歩

３
分
「
お
だ
わ
ら
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」
問

藤
井
宏
映
氏
☎
０
４
６
５
・

８
２
・
５
８
５
２

〈
会
計
人
会
定
期
総
会
〉

▽
７
月
２
日
（
火
）
18
時
30

分
〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

「
13
Ａ
会
議
室
」
問
吉
田
伸

江
氏
☎
03
・
３
５
７
９
・
５

２
０
０
（
吉
田
伸
江
税
理
士

事
務
所
内
）

〈
北
海
道
連
合
校
友
会
苫
小

牧
支
部
総
会
〉

▽
７
月
５
日
（
金
）
19
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
苫
小
牧
駅
か
ら
徒
歩

６
分
「
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
王
子
」
問
池
下
愼
一
郎

氏
☎
０
９
０
・
９
５
１
４
・

３
２
８
１

〈
ホ
テ
ル
専
修
会
総
会
〉

▽
７
月
８
日
（
月
）
19
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
「
報
恩

の
間
」
問
八
坂
豊
氏
☎
０
８

０
・
１
０
０
７
・
１
５
２
２

を
中
心
と
す
る
鹿
島
地
区
が

あ
り
、
製
造
業
か
ら
素
材
メ

ー
カ
ー
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
産

業
が
集
積
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
筑
波
研
究
学
園
都

市
は
、
国
な
ど
の
教
育
・
研

究
機
関
等
29
機
関
、
２
万
人

を
超
え
る
研
究
者
を
擁
す
る

我
が
国
最
大
の
研
究
開
発
拠

点
で
、
世
界
最
先
端
の
科
学

技
術
が
集
積
し
て
お
り
、
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー

で
は
、
人
工
衛
星
や
ロ
ケ
ッ

ト
な
ど
の
研
究
も
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
全
国
有
数
の
産
業
・
科
学

技
術
の
集
積
や
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
い
っ
た
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
生
か
し
な
が
ら
、
宇

宙
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
育
成
を
は

じ
め
と
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
支
援
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な

ど
新
た
な
成
長
分
野
の
研
究

施
設
・
本
社
誘
致
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
度
は
、
自
動

車
モ
ー
タ
ー
の
研
究
開
発
拠

点
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
メ

ー
カ
ー
の
本
社
・
研
究
機
能

部
門
な
ど
を
誘
致
し
ま
し

た
。

　
豊
か
な
自
然
と
充
実
し
た

都
市
基
盤
が
調
和
し
た
快
適

な
生
活
環
境
の
も
と
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

た
暮
ら
し
の
中
で
、
最
先
端

で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
仕
事
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
県
内
各
地
で
巻
き
起

こ
る
。
そ
の
よ
う
な
、
皆
さ

ん
が
住
み
た
い
、
働
き
た
い

と
思
え
る
よ
う
な
新
し
い
茨

城
が
で
き
て
き
て
い
ま
す
。

　
茨
城
で
働
く
こ
と
に
少
し

で
も
興
味
を
持
た
れ
た
方

は
、
県
内
の
企
業
情
報
を
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
ご
紹
介

す
る
「
い
い
顔
で
働
こ
う
。

茨
城
就
職
応
援
サ
イ
ト
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
県

内
で
活
躍
す
る
企
業
経
営
者

に
随
行
し
、
企
業
活
動
の
核

心
を
体
験
で
き
る
「
経
営
者

随
行
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

な
ど
の
独
自
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
し

て
い
ま
す
。

　
茨
城
に
は
、
皆
さ
ん
が
大

学
で
培
わ
れ
た
専
門
性
や
能

力
を
活い

か
せ
る
仕
事
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
、「
県

民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」
づ

く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

ょ
う
！

　
茨
城
県
は
、
温
暖
な
気
候

で
、
筑
波
山
や
霞
ケ
浦
、
総

延
長
１
９
０
㎞
に
及
ぶ
海
岸

線
な
ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
、
非
常
に
暮
ら
し
や
す
い

と
こ
ろ
で
す
。

　
縦
横
に
走
る
高
速
道
路

網
、
港
湾
、
空
港
な
ど
の
交

通
イ
ン
フ
ラ
も
整
い
、
都
心

に
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
、

大
変
利
便
性
の
高
い
と
こ
ろ

で
す
。

　
県
内
に
は
、
電
機
・
機
械

産
業
を
中
心
と
す
る
日
立
地

区
、
鉄
鋼
や
石
油
化
学
産
業

新
し
い
茨
城
へ
の
挑
戦

茨
城
で
働
こ
う
！

【いい顔で働こう。茨城就職応援サイト】http://www.ibaraki-uij.jp/

【いばらき移住・就職相談センター】☎03・5212・9191

茨城県知事

専修大学創立140年・石巻専修大学
創立30年記念事業募金

募金ご協力のお願い 専修大学の教育・研究活動、学生支援、教育施設整備
のため、皆様のご支援ご協力をお願いいたします。

キャンパス整備、教育研究充実、奨学金制度充実、国
際化推進、スポーツ振興などに活用させていただき
ます

チェア募金
靖国通り神田新校舎（仮称）で使用する椅子の整備
に充てます

募集期間　2020年3月31日まで
経済的に修学困難な学生を奨学金で支援します

専修大学募金局　
TEL 03・3265・3157
E-mail : bokin@acc.senshu-u.ac.jp
https://www.senshu-u.ac.jp/about/donation/

お問い合わせ

読み終えた本を学生生活を支える奨学金として活用
させていただきます

古本募金～本で繋ごうオール専修の絆～

箱根駅伝出場を目指す陸上競技部を支援します

箱根駅伝出場応援募金NEW

経済支援奨学金募金NEW

　
最
近
素
直
す
ぎ
る
学
生

が
増
え
た
よ
う
に
思
う
。

だ
か
ら
逆
に
、
こ
の
場
で

少
し
ば
か
り
ひ
ね
く
れ
者

を
演
じ
て
み
せ
た
い
。

　
例
え
ば
「
令
和
」
に
つ

い
て
。
万
葉
集
の

原
文
で
は
、「
令
」

と「
和
」
は
、
語
と

し
て
は
直
接
の
つ

な
が
り
が
な
い
。

そ
れ
を
熟
語
の
よ

う
に
並
べ
る
と
、

「
和
」
に
さ
せ
る
、

と
い
う
使
役
の
意

味
で
も
読
め
て
し

ま
う
。

　
原
文
は
、
大
伴

旅
人
邸
で
行
わ
れ

た
梅
花
の
宴
の
序
文
で
あ

る
。
旅
人
は
酒
を
愛
し
た

人
で
、
な
ま
な
か
な
人
間

で
あ
る
よ
り
い
っ
そ
酒
壺

に
な
っ
て
し
ま
い
た
い
と

い
う
歌
ま
で
詠
ん
で
い

る
。
自
ら
を
賢
い
と
誇
っ

て
も
の
を
言
う
よ
り
酔
い

泣
き
す
る
ほ
う
が
ま
し
だ

と
い
う
歌
も
あ
る
。
悲
喜

に
わ
た
る
豊
か
な
心
の
動

き
こ
そ
人
間
の
証
左
だ
と

い
う
強
烈
な
自
負
で
も
あ

ろ
う
。
旅
人
は
有
用
性
に

絡
め
取
ら
れ
な
い
文
化
を

生
き
た
人
で
あ
っ
た
。

　
有
用
性
は
色
々
な
も
の

を
隠
す
。
あ
た
か
も
、
便

利
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

が
、
自
分
に
理
解
し
や
す

い
情
報
だ
け
を
集
め
る
道

具
と
化
し
、
果
て
は
画
面

を
凝
視
す
る
こ
と
で
目
の

前
の
人
間
さ
え
消
し
て
し

ま
う
よ
う
に
。

　
と
こ
ろ
で
、
万
葉
集
の

「
和
」
は
、
後
に
能
な
ど

で
も
謡
わ
れ
る
、
時
代
の

め
で
た
さ
に
風
雨
も
感
応

す
る
と
い
う
思
想
に
通
じ

る
も
の
が
あ
る
よ
う
だ
。

私
も
そ
ん
な
め
で
た
い
時

代
を
つ
く
る
こ
と
に
貢
献

し
た
い
。
だ
が
そ
の
た
め

に
は
、
例
え
ば
大
学
と
い

う
宇
宙
の
豊
か
さ
が
最
大

限
尊
重
さ
れ
る
世
が
望
ま

し
い
。

　
一
方
、「
和
」
と
い
う

と
聖
徳
太
子
が
思
い
浮
か

ぶ
が
、
聖
徳
太
子
の
説
い

た
「
和
」
は
、
自
己
の
不

完
全
さ
を
思
い
知
っ
て
謙

虚
な
議
論
を
行
え
と
い

う
、
実
は
為
政
者
に
向
け

た
教
え
で
あ
っ
た
。
為
政

者
と
共
に
そ
の
戒
め
を
受

け
取
っ
て
、「
令
和
」
と

い
う
時
代
を
讃
え
た
い
。

（
学
生
部
委
員
・

出
岡
　
宏
）

ひねくれた曲者であれ

就
職
課
か
ら

〈
４
年
次
生
へ
〉
こ
の
時

期
、
面
接
対
策
に
関
す
る
相

談
が
就
職
課
に
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
志
望

動
機
に
関
し
て
苦
心
し
て
い

る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
面

接
で
志
望
動
機
を
問
わ
れ
た

時
に
は
、
自
分
が
何
を
し

て
、
ど
の
よ
う
に
企
業
に
貢

献
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

を
、
採
用
担
当
者
に
伝
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
念
入
り

な
企
業
研
究
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
企
業
の
事

業
計
画
・
経
営
方
針
な
ど
を

調
べ
て
理
解
し
た
う
え
で
、

面
接
に
臨
み
ま
し
ょ
う
。
就

職
活
動
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
１

４
２
〜
１
４
３
㌻
の
内
容
が

参
考
に
な
る
は
ず
で
す
。

〈
３
年
次
生
へ
〉
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
の
た
め
の

履
歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
の
記
載
に
悩
ん
で
い
る
人

は
、
ぜ
ひ
就
職
課
の
就
職
相

談
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
す
る
う
え
で
は
、

「
身
だ
し
な
み
」
を
整
え
、

最
低
限
の
「
マ
ナ
ー
」
を
心

得
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
就
職
課
で
は
６
月
、

７
月
に
「
身
だ
し
な
み
セ
ミ

ナ
ー
」「
メ
イ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」

「
マ
ナ
ー
講
座
」
を
実
施
し

ま
す
。
身
だ
し
な
み
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ポ
ー
タ

ル
、
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
、
就
活
ア

プ
リ
な
ど
の
通
知
を
確
認

し
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

７
月
13
日
（
土
）正
午
〜

▽
場
所

都
営
地
下
鉄
御
成
門
駅
か
ら
徒
歩
１

分
「
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
」

校
友
会
定
時
総
会

問
校
友
会
事
務
局
☎
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

　
校
友
会
と
育
友
会
の
役
員

が
留
学
生
と
交
流
を
深
め
る

「
留
学
生
を
囲
む
会
」
が
５

月
14
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
た

写

真
。

　
中
国
、
台
湾
、
韓

国
な
ど
の
留
学
生
67

人
と
校
友
会
の
小
宮

多
喜
次
会
長
、
育
友

会
の
佐
々
木
悟
会
長

は
じ
め
両
会
役
員
や

教
職
員
、
日
本
人
学

生
ら
総
勢
約
１
０
０

人
が
参
加
し
た
。

　
学
生
団
体
の
中
国

留
学
生
聯
誼
会
、
韓

国
留
学
生
会
、
韓
国

語
を
教
え
る
韓
国
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ナ

19
年
度
長
期
交
換

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
２
０
１
９
年
度
長
期
交
換

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
２

期
）
の
留
学
生
15
人
が
決
ま

っ
た
。
留
学
先
と
派
遣
期

間
、
氏
名
、
学
部
学
年
は
次

の
通
り
。（
敬
称
略
）

【
英
語
圏
】

■
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ

ー
ン
校
（
米
国
、
５
月
〜
20

境
川
で
清
掃
活
動

法
・
宮
岡
ゼ
ミ
と

校
友
会
２
支
部

　
５
月
26
日
、
校
友
会
相
模

原
支
部（
神
奈
川
県
、渋
谷
隆

宏
支
部
長
・
昭
33
商
経
）と
同

町
田
支
部（
東
京
都
、池
田
敏

彦
支
部
長
・
昭
36
商
経
）が
参

加
す
る
清
掃
活
動
「
境
川
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
に
、

宮
岡
孝
之
法
科
大
学
院
教
授

と
法
学
部
・
宮
岡
ゼ
ミ
生
12

人
が
加
わ
り
、
総
勢
20
人
が

地
域
貢
献
活
動
に
汗
を
流
し

た

写
真
。
参
加
者
は
空
き

缶
な
ど
の
ゴ
ミ
を
１
時
間
半

に
わ
た
っ
て
拾
っ
た
。

校
友
・
育
友
が
留
学
生
と
交
流

約
100
人
出
席

生
田
で「
囲
む
会
」

奥
村
経
世
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
長
（
左
端
）
と
学
生
た
ち


